
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

担

当

課

（

室

）

目

次

【

告

示

】

○

指

定

障

害

福

祉

サ

ー

ビ

ス

事

業

者

の

指

定

指

導

監

査

室

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

健

康

推

進

課

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

〃

の

更

新

○

土

地

改

良

区

の

解

散

耕

地

課

○

道

路

の

区

域

変

更

道

路

整

備

課

○

道

路

の

占

用

を

制

限

す

る

区

域

の

指

定

〃

○

廃

物

と

認

定

す

る

こ

と

が

困

難

な

放

置

自

転

車

港

湾

課

の

処

分

【

公

告

】

○

大

規

模

小

売

店

舗

の

変

更

の

届

出

の

縦

覧

経

営

支

援

課

○

土

地

改

良

区

役

員

の

退

任

届

耕

地

課

○

土

地

改

良

事

業

施

行

認

可

申

請

の

縦

覧

〃

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

の

完

了

岡

山

県

公

報

令和３年１０月８日 第１２３３４号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
二
十
一
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百

二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
指
定
し

た
。

令
和
三
年
十
月
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

光
よ
う
ら
く

２

所
在
地

備
前
市
穂
浪
二
〇
九
七

八

－

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

有
限
会
社
光
瓔
珞
製
作
所

２

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

備
前
市
穂
浪
二
〇
八
〇

一

－

三

指
定
年
月
日

令
和
三
年
十
月
一
日

四

事
業
所
番
号

三
三
一
一
一
〇
〇
二
六
一

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

就
労
継
続
支
援
（
Ｂ
型
）

令和３年１０月８日　岡山県公報　第１２３３４号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
二
十
二
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関
を
次
の
と
お
り
指

定
し
た
。

令
和
三
年
十
月
八
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
し
た
医
療
機
関

名

称

所

在

地

指
定
年
月
日

新
庄
村
国
民
健
康
保
険
診
療
所

真
庭
郡
新
庄
村
一
九
九
八

一

令
和
三
年
十
月
一
日

－

ザ
グ
ザ
グ
薬
局
玉
島
店

倉
敷
市
玉
島
中
央
町
二

一

五
〇

令
和
三
年
十
月
一
日

－
－

オ
ー
ル
薬
局
あ
ち
て
ら
す
倉
敷
店

倉
敷
市
阿
知
三

一
三

一

一
階

令
和
三
年
十
月
一
日

－
－

－

令和３年１０月８日　岡山県公報　第１２３３４号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
二
十
三
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
更
新
し
た
。

令
和
三
年
十
月
八
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
を
更
新
し
た
医
療
機
関

名

称

所

在

地

更
新
年
月
日

富
永
薬
局
水
島
店

倉
敷
市
中
畝
二

八

二
一

令
和
三
年
十
月
一
日

－
－

く
す
り
の
ラ
ブ
薬
局
津
山
東
店

津
山
市
押
入
一
一
三
六

一
六

令
和
三
年
十
月
一
日

－

く
す
り
の
ラ
ブ
薬
局
二
階
町
店

津
山
市
二
階
町
三

令
和
三
年
十
月
一
日

令和３年１０月８日　岡山県公報　第１２３３４号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
二
十
四
号

（

）

、

土
地
改
良
法

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号

第
六
十
七
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り

土
地
改
良
区
が
次
の
と
お
り
解
散
し
た
。

令
和
三
年
十
月
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

土
地
改
良
区
の
名
称

妹
土
地
改
良
区

二

土
地
改
良
区
の
所
在
地

倉
敷
市
真
備
町
箭
田
一
一
四
一

一

－

三

解
散
年
月
日

令
和
三
年
九
月
二
十
九
日

令和３年１０月８日　岡山県公報　第１２３３４号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
二
十
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

令
和
三
年
十
月
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

美
作
奈
義
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

新

四
八
・
〇

美
作
市
吉
字
石
渕
八
番
一
地
先
か
ら

一
〇
・
〇
～

美
作
市
吉
字
石
渕
一
〇
番
一
地
先
ま
で

一
四
・
八

旧

四
八
・
〇

美
作
市
吉
字
石
渕
八
番
一
地
先
か
ら

一
〇
・
〇
～

美
作
市
吉
字
石
渕
一
〇
番
一
地
先
ま
で

一
四
・
〇

令和３年１０月８日　岡山県公報　第１２３３４号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
二
十
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
占
用

を
制
限
す
る
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に

供
す
る
。

令
和
三
年
十
月
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

指
定
す
る
道
路
の
種
類
、
路
線
名
及
び
占
用
を
制
限
す
る
区
域

道
路
の
種
類

路
線
名

占
用
を
制
限
す
る
区
域

県
道

美
作
奈
義
線

美
作
市
吉
字
石
渕
八
番
一
地
先
か
ら

美
作
市
吉
字
石
渕
一
〇
番
一
地
先
ま
で

二

占
用
の
制
限
の
対
象
と
す
る
物
件

新
た
に
地
上
に
設
け
る
電
柱
（
四
の
期
日
よ
り
前
に
占
用
を
認
め
ら
れ
た
電
柱
の
更
新
又
は
移
設

に
よ
る
も
の
を
除
く

。
た
だ
し
、
電
柱
を
地
上
に
設
け
る
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
り
、
当
該

。
）

道
路
の
敷
地
外
に
直
ち
に
用
地
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

三

占
用
を
制
限
す
る
理
由

緊
急
輸
送
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
被
害
の
拡

大
を
防
止
す
る
た
め

四

占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日

令
和
三
年
十
月
八
日

令和３年１０月８日　岡山県公報　第１２３３４号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
二
十
七
号

岡
山
県
快
適
な
環
境
の
確
保
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
三
年
岡
山
県
条
例
第
七
十
四
号
。
以
下
「
条

例
」
と
い
う

）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
廃
物
と
認
定
す
る
こ
と
が
困
難
な
放
置
自
転
車

。

の
処
分
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
十
月
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

放
置
自
転
車
の
車
輪
の
大
き
さ
及
び
フ
レ
ー
ム
の
色
、
数
量
並
び
に
自
転
車
防
犯
登
録
番
号
標
等

車
輪
の
大
き
さ
及
び
フ
レ
ー
ム
の
色

数
量

自
転
車
防
犯
登
録
番
号
標
等

二
六
イ
ン
チ

銀

一
台

玉
野
Ｈ
〇
五
二
九

二
六
イ
ン
チ

赤

一
台

玉
野
Ｈ
一
三
一
〇
〇

二
六
イ
ン
チ

赤

二
台

不
明

二
六
イ
ン
チ

赤

一
台

玉
野
Ｈ
〇
六
九
九
〇

二
六
イ
ン
チ

銀

一
台

香
川
Ａ
Ｄ
五
四
七
八
八

二
六
イ
ン
チ

銀

三
台

不
明

二
十
イ
ン
チ

銀

一
台

不
明

二
六
イ
ン
チ

黒

二
台

不
明

二
六
イ
ン
チ

銀

一
台

玉
野
Ｈ
〇
〇
二
四
二

二
六
イ
ン
チ

黒

一
台

岡
山
Ｊ
五
五
七
二
四

二
六
イ
ン
チ

黄

一
台

不
明

二
六
イ
ン
チ

銀

一
台

玉
野
Ｈ
一
二
一
一
七

二
六
イ
ン
チ

白

二
台

不
明

二
六
イ
ン
チ

緑

一
台

岡
山
西
Ｋ
〇
六
七
〇
〇

二
六
イ
ン
チ

赤

一
台

玉
野
Ｈ
〇
二
八
七
六

二
六
イ
ン
チ

黒

一
台

千
葉
一
二
一
八
七
七

二
十
イ
ン
チ

白

一
台

玉
野
Ｓ
〇
六
二
四
四

二
六
イ
ン
チ

銀

一
台

総
社
Ａ
二
四
三
〇
八

二
六
イ
ン
チ

銀

一
台

岡
山
Ｄ
八
七
七
〇
五

二
十
イ
ン
チ

白

一
台

不
明

令和３年１０月８日　岡山県公報　第１２３３４号



二
十
イ
ン
チ

黒

一
台

不
明

二

条
例
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
を
行
っ
た
日

令
和
三
年
八
月
十
二
日

三

放
置
さ
れ
て
い
る
場
所

玉
野
市
築
港
一
丁
目
地
先

宇
野
港
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
東
駐
輪
場

四

こ
の
告
示
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
し
た
場
合
は
、
一
の
放
置
自
転
車
を
処
分
す

る
。

五

担
当
部
課
名
及
び
連
絡
先

岡
山
県
備
前
県
民
局
建
設
部
宇
野
港
管
理
事
務
所

玉
野
市
宇
野
一
丁
目
八
番
九
号

電
話
番
号

〇
八
六
三

三
一

三
二
一
一

－
－

令和３年１０月８日　岡山県公報　第１２３３４号



〔
四
一
六
〕
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出
に
つ
い
て
、
縦

覧
に
供
す
る
。

こ
の
公
告
に
係
る
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た

め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
同
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
縦
覧
期

間
満
了
の
日
ま
で
に
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

令
和
三
年
十
月
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

届
出
事
項
の
概
要

１

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

名
称

生
活
協
同
組
合
お
か
や
ま
コ
ー
プ

コ
ー
プ
林
田

所
在
地

津
山
市
林
田
一
一
七

二
ほ
か

－

２

届
出
者
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名

名
称

生
活
協
同
組
合
お
か
や
ま
コ
ー
プ

住
所

岡
山
市
北
区
奉
還
町
一
丁
目
七
番
七
号

代
表
者
の
氏
名

理
事
長

平
田

昌
三

３

変
更
事
項

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名

（
変
更
前
）

ア

名
称

株
式
会
社
し
ま
む
ら

住
所

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
北
区
宮
原
町
二
丁
目
一
九

四

－

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

鈴
木

誠

（
変
更
後
）

ア

名
称

株
式
会
社
し
ま
む
ら

住
所

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
北
袋
町
一
丁
目
六
〇
二

一

－

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

鈴
木

誠

イ

新
規
入
店
の
た
め
追
加

名
称

有
限
会
社
元
清
水
花
店

住
所

美
作
市
栄
町
三
四

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

元
清
水

司
敏

令和３年１０月８日　岡山県公報　第１２３３４号



４

変
更
年
月
日

令
和
三
年
七
月
四
日
ほ
か

二

届
出
年
月
日

令
和
三
年
九
月
二
十
七
日

三

縦
覧
の
期
間
及
び
場
所

１

縦
覧
の
期
間

令
和
三
年
十
月
八
日
か
ら
令
和
四
年
二
月
八
日
ま
で

２

縦
覧
の
場
所

岡
山
県
産
業
労
働
部
経
営
支
援
課
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〔
四
一
七
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ

り
、
土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
十
月
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

土
地
改
良
区
の
名
称

山
手
土
地
改
良
区

二

退
任
役
員

退
任
役
員

理
事
監

住

所

氏

名

事
の
別

木
羅

和
久

久
米
郡
久
米
南
町
山
手
五
八
二

理

事
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〔
四
一
八
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
申
請
の
あ
っ
た
新
規
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
つ
い
て
、
同
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
申
請
を
適
当
と
決
定
し
た
の
で
、
関
係
書
類
を
次
の
と
お
り
縦
覧

に
供
す
る
。

こ
の
公
告
に
係
る
決
定
に
対
し
て
異
議
が
あ
る
者
は
、
縦
覧
の
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
十
五
日
以
内
に
岡
山
県
備
前
県
民
局
長
に
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

令
和
三
年
十
月
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

申
請
者

足
守
土
地
改
良
区

二

地
区
名

大
木
谷
（
非
補
助
土
地
改
良
（
か
ん
が
い
排
水
）
事
業
）

馬
場

（

〃

）

中
ノ
窪
（

〃

）

三

縦
覧
に
供
す
る
書
類

土
地
改
良
区
定
款

事
業
計
画
書

四

縦
覧
の
期
間

年
十

か
ら
同
月
二
十
九
日
ま
で

令
和
三

月
八
日

五

縦
覧
の
場
所

岡
山
県
備
前
県
民
局
農
林
水
産
事
業
部
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〔
四
一
九
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
三
年
十
月
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
清
音
軽
部
字
北
市
場
四
二
四

一
、
四
二
四

四
、
四
二
四

五
、
四
二
四

六
、
四

－
－

－
－

二
四

七

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名

倉
敷
市
黒
崎
三
二

一

－

有
限
会
社
オ
ノ
コ
ウ

代
表
取
締
役

小
野

寛
治

三

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号

令
和
三
年
七
月
三
十
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
一
五
九
号
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